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道

H百

央中

中
央
道
西
宮
線
は
、
路
線
発
表
以
来
社
会
経
済
の
変
動
が
大
き
く
大
変
遅
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
末
か
ら
用
地
交
渉
も
進
展
し
、
八

O
弼
強
の
契
約
を
完

了
。
い
よ
い
よ
三
月
よ
り
韮
崎
か
ら
昭
和
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
聞
が
工
事
着
工
さ

れ
、
五
十
四
年
度
末
、
完
成
を
目
指
し
ま
す
口
ま
た
、
残
る
昭
和

1
勝
沼
間
は

現
在
設
計
量
萌
V
精
力
的
に
進
め
て
お
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
末
に
は
会
療
開

通
と
な
る
予
定
で
す
。

同
年
度
末
に
は
全
線
陶
通

東
京
も
通
勤
圏
、
パ
ス
ス
ト
ッ
プ
計
画
も

中
央
道
西
宮
線
は
、
東
京
杉
並
を

起
点
と
し
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
の

三
県
を
ぬ
け
、
小
牧
で
東
名
高
速
道

路
K
合
流
し
、
兵
庫
県
西
宮
K
至
る

総
延
長
五
四

0
キ
ロ
に
及
ぶ
高
速
道

路
で
、
全
線
の
四
六

0
キ
ロ
が
完
成

し
て
お
り
ま
す
口

県
内
に
お
い
て
は
、
韮
崎

t
小
淵

沢
問
、
昨
年
暮
れ
に
大
月
1
勝
沼
聞

が
開
通
と
な
る
な
ど
、
残
す
は
勝
沼

t
韮
崎
聞
の
盆
地
内
の
み
と
な
り
ま

つの躍進を担県内

3月着工
完成目指す

昭和インター
5 4年度、

山あいにゆるやかな
スロープを描く中央道

す。
本
町
に
お
い
て
も
、
昭
和

t
韮
崎

間
(
七

O
O
m
)
及
び
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
用
地
買
収
が
、
本
年
一
月

に
一
部
を
除
き
契
約
調
印
と
さ
れ
、

い
よ
い
よ
三
月
よ
り
工
事
が
行
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
甲
府
の
玄
関
口
と
な

る
昭
和
イ
ン
タ
ー
は
、
総
面
積
十
二

万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
、
県
下
一

と
な
り
五
十
四
年
度
末
、
完
成
の
予

定
で
す
。

ま
た
、
本
町
地
区
内
の
路
線
総
延

長
は
三
・
三
キ
ロ
、
こ
の
う
ち
す
で

に
七

0
0
メ
ー
ト
ル
は
買
収
済
と
な

っ
て
お
り
、
昭
和

t
勝
沼
間
の
残
る

二
・
六
キ
ロ
も
現
在
設
計
協
議
中
で
r

今
年
度
中
に
用
地
買
収
の
み
こ
み
で

す
。
こ
の
路
線
は
七

t
八
メ
ー
ト
ル

位
い
の
高
さ
と
な
り
、
県
道
、
新
県

道
(
現
存
計
画
中
)
が
橋
り
ょ
う
と

な
る
他
は
、
す
べ
て
土
盛
り
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
本
地
区
内
路
線
上

に
は
高
速
パ
ス
の
発
着
所
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、
一
時
間
三
十
分
で
東
京

と
結
ば
れ
る
予
定

l

こ
の
全
線
開

通
は
五
十
六
年
度
末
に
な
り
ま
す
。

夢
の
ル
l
ト
と
し
て
、
本
県
に
と

っ
て
産
業
、
経
済
、
文
化
、
観
光
等

あ
ら
ゆ
る
面
の
受
け
入
れ
大
動
脈
と

し
て
、
大
き
な
希
望
を
与
え
る
中
央

道
の
早
期
完
成
は
、
各
方
面
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

中巨摩一帯のゴミを処理する
大型処理場の全景 ー玉穂村一

ゴ
ミ
処
理
場

四
月
一
日
オ
ー
プ
ン

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
(
敷

島
を
除
く
十
カ
町
村
)
を
設
立
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
ゴ
ミ
処
理
場
は
、

玉
穂
村
一
丁
畑
地
内
に
用
地
を
求
め

総
工
費
十
一
億
二
千
万
円
を
か
け
、

工
事
も
順
調
に
進
み
四
月
一
日
よ
り

琢
動
体
整
に
入
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
従
来
の
収
集
方
法
・

収
集
日
程
が
変
わ
り
ま
す
が
、
後
日

チ
ラ
シ
の
配
布
、
ま
た
は
部
落
集
会

等
を
利
用
し
て
く
わ
し
く
主
旨
徹
底

を
図
る
予
定
で
す
口
現
在
の
組
合
案

と
し
て
は
、
可
燃
物
、
不
燃
物
用
の

収
集
袋
が
変
わ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
利
用
者
は
次
の
事
項
を
守

り
ご
協
力
下
さ
い
。

可
燃
物
に
つ
い
て

o
十
分
水
切
り
を
す
る
こ
と
。

0

ピ
ン
、
ガ
ラ
ス
類
等
の
危
険
物

は
入
れ
な
い
こ
と
。

危
険
物
に
つ
い
て

0

鉄
類
と
ガ
ラ
ス
類
に
大
別
し
て

収
集
袋
に
入
れ
る
こ
と
。

以
上
に
違
反
す
る
と
収
集
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ミ
処
理
場
と
合
わ
せ
同

地
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
同

時
オ
ー
プ
ン
と
な
る
予
定
で
、
そ
の

後
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
豪
訳
も
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。



報広町和

す 8

tま
ら

生し
れい
かグ
わラ
るン
押ド

寝lと

庭

昭

県
下

の
押
中
グ
ラ
ン
ド

年
々
ス
ポ
ー
ツ
が
さ
か
ん
に
な
り

シ
ー
ズ
ン
に
は
毎
日
の
よ
う
に
グ
ラ

ン
ド
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
か
ら
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を

利
用
し
押
中
グ
ラ
ン
ド
韓
橋
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
石
が
多
く
ケ
ガ
を
し

や
す
く
、
ま
た
風
が
吹
く
と
砂
ぼ
こ

り
が
た
ち
、
近
所
の
人
達
に
迷
惑
を

か
け
て
お
り
、
第
一
期
工
事
と
し
て

九

O
O万
円
を
か
け
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
埋
込
み
三

基
、
立
上
り
五
基
が
敷
設
さ
れ
、
一

基
あ
た
り
毎
分
千
六
百
リ
ッ
ト
ル
の

散
水
が
で
き
、
全
面
散
水
も
三
十
分

で
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
十
二
月
ス

身
体
障
害
者
相
談
員
に

河
西
の
堀
之
内
熊
造
氏

(3) 

身
体
障
害
者
担
談
員
の
任
期
満
了

に
と
も
な
い
、
新
任
拘
談
員
に
、
河

西
の
堀
之
内
能
造
氏
が
知
事
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
昭
和
五

十
二
年
十
月
一
日

1
昭
和
五
十
四
年

九
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
の
た

め
積
極
的
な
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

近
く
完
成

ブ
リ
ン
ク
ラ
l
の
敷
設
の
完
了
と
と

も
に
、
現
在
、
整
備
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
最
良
の
土
を

購
入
、
工
費
一
千
八
百
万
円
を
か
け

三
月
完
成
を
目
指
し
、
着
々
と
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
ス

ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド

を
お
お
い
に
使
い
体
力
向
上
に
努
め

て
下
さ
い
。。昭

和
五
十
二
年
十
二
月
一
日
を
期

し
て
民
生
児
童
萎
員
の
全
国
一
斉
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
の
定
数
は
十
七
名
で
し
た

が
、
今
回
新
た
に
上
河
東
地
区
K
一

ク
藷
員
と
な
り
十
八
名
と
な
り
ま
し

ま
た
久
し
い
問
、
婦
人
の
民
生
委

員
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

は
婦
人
民
生
委
員
も
誕
生
し
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
っ
て
、
自
主
的
に
社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
立
場
に
あ
り
、

そ
の
活
動
は
今
後
の
昭
和
町
社
会
福

ひとまわり天きくなった

押原小学校

七
月
か
ら
工
事

が
「
汀
わ
れ
て
い
た

押
原
小
学
林
構
築

が
、
十
二
月
完
成

致
し
ま
し
た
。

延
べ
増
築
回
積

九
百
二
十
三
平
方

メ
ー
ト
ル
、

、工
事
費
九
千
四
百
万
円

で
三
階
建
て
と
な
り
、
ひ
と
ま
わ
り

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

年
々
、
児
童
薮
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
年
の
入
堂
薮
は
百
三
十
四

名
と
過
去
最
高
に
な
り
ま
す
。
増
築

前
は
、
約
七

O
O名
の
収
容
能
力
で

し
た
が
、
増
築
に
よ
り

九

O
O名
ま
で
可
能
と

な
り
ま
す
。

押

市

郎

新

新
し
い
民
生
児
童
委
員
が
決
ま
る

定
員
十
八
名

祉
の
向
上
に
、
大
き
な
期
待
が
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
口

西
条
一
区

深

川

西
条
二
区

河

西

小
宮
山

清
水
新
居

保

坂

保

坂

西
条
新
田

塩

田越
三

神

清

水

良

夫具

再再

全正

己

新再

明

新

匡

計 衛

再再

河
東
中
島

秋

山
山

本

紙
漉
阿
原

窪

田

築
地
新
居

輿

石
河

田

飯

喰
相

原

河

西
石

原
佐

野

上
河
東井武

一
階
建
て

と
な
っ
た

押
原
小
学
校

嘉喜

蔵 男

新 新

告

行

新

幸俊

忠雄

再再

豊

新

盛

正之

再再

上

亨
田
か
ほ
る

(
敬
称
略
)

新 再
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「
自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
と
い
う
夢
は
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
講
入
し
た

土
地
に
家
が
建
て
ら
れ
な
い
、
せ
っ
か
く
建
て
た
の
に
違
法
の
た
め
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
税
金
問
題
な
ど
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
求
め
る
民
あ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
き
ま

す
。
多
額
の
資
金
を
出
し
購
入
す
る
資
産
、
慎
重
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
K
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
ま
し

た。

報広町和日吉

宅
地
購
入
や

建
築
前
は

慎
重
に
:
:
:

O
本
町
の
場
合
。

昭
和
町
全
域
は
、
甲
府
都
市
計
画

区
域
内
に
あ
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年

四
月
か
ら
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
に
区
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
で
も
区
域
変
更
は
な
く
、
昭
和

四
十
六
年
に
設
定
さ
れ
た
区
域
に
よ

っ
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
市
街
化
調

整
区
域
に
は
原
則
と
し
て
、
土
地
の

購
入
に
も
制
限
が
あ
り
、
家
を
建
て

甲
府
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、

県
下
で
も
出
芽
り
の
人
口
上
昇
を
続

け
る
わ
が
町
。
昨
年
一
年
間
に
百
八

十
件
も
の
建
築
確
認
申
請
が
な
さ
れ

て
お
り
、
違
反
建
築
も
後
を
た
ち
ま

せ
ん
。
家
の
新
築
、
増
改
築
、
し
尿

浄
化
槽
の
設
置
に
は
、
建
築
確
認
申

請
圭
一
甲
を
、
役
場
経
由
甲
府
土
木
事
務

所
へ
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
工
事
着
手
に
さ
い
し

確
認
通
知
を
受
け
て
か
ら
工
事
に
と

り
か
か
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
違
反
建
築
物
に
対
し
て
は

工
事
停
止
、
建
物
の
使
用
禁
止
や
取

家の新築、増改築、

し尿浄化槽の設置は

確認を得てから…

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
口

ま
た
、
市
街
化
区
域
に
お
い
て
も

利
用
目
的
に
よ
っ
て
、
地
域
重
宗

定
め
ら
れ
て
お
り
建
築
規
制
が
あ
り

ま
す
口
さ
ら
に
、
そ
の
土
地
に
家
を

建
て
る
場
合
、
道
路
の
幅
員
容
積
率

土
地
応
対
す
る
建
。
へ
い
率
、
高
さ
制

限
、
日
影
規
制
な
ど
基
準
に
あ
っ
た

建
物
を
建
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

O 

川
山
叩
れ
U
A

一

り
こ
わ
し
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
事
前
に
役
場
企
画
室
に
ご
担
談

を

登
記
に
は

登
録
免
許
税
が

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
す
る
と
、
所
有
権
の
取
得
な
ど
に

関
す
る
登
記
を
し
ま
す
が
、
そ
の
登

記
の
際
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
を
登
録
免
許
税
と
い
い
、
取
得

し
た
不
動
産
の
価
格
に
税
率
を
乗
じ

て
税
額
を
算
出
し
、
登
記
の
皐
嗣
の

際
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
動
産
の
価
格
は
、
役
場

税
務
課
に
備
え
ら
れ
て
い
る
固
定
資

産
税
評
価
額
陀
よ
っ
て
い
ま
す
。

お
も
な
税
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

己
所
有
権
の
保
存
登
記
・

:
0
・
六
冊

口
売
買
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
登
記

:
:
・
:
五
・

odw

臼
相
続
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
登
記

:
:
0
・
六
Mm

四
贈
与
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
登
記

:
:
二
・
五
婦

た
だ
し
、
個
人
が
、
居
住
の
目
的

で
、
新
築
し
た
住
宅
の
所
有
権
の
保

存
登
記
や
、
住
宅
を
新
築
し
た
者
か

ら
購
入
し
た
新
築
住
宅
の
所
有
権
の

移
転
登
記
を
す
る
場
合
、
次
の
イ
か

ら
ハ
ま
で
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て

は
ま
れ
ば
、
付
と
口
の
税
率
が
い
ず

れ
も

0
・
二
弾
と
大
変
低
く
な
り
ま

す口

間
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
取
得
し
た
新
築
住
宅
で
あ
る

こル」。

同
新
築
後
一
年
以
内
の
登
記
で
あ
る

こル」
0

け
そ
の
住
宅
の
床
面
積
が
百
六
十
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

く
わ
し
い
こ
と
は
甲
府
法
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

手
付
金
に
は

ご
注
意

建
売
を
見
に
行
き
、
業
者
か
ら

「
気
に
入
っ
た
ら
千
円
で
も
払
っ

て
お
け
ば
お
得
で
す
よ
」
な
ど
と

言
わ
れ
、
気
軽
に
千
円
を
渡
し
て

帰
っ
て
き
て
、
あ
と
で
考
え
て
買

う
の
を
や
め
よ
う
と
思
い
電
話
し

た
ら
、
「
千
円
で
も
手
付
金
の
一

部
だ
か
ら
、
解
約
す
る
な
ら
手
付

金
の
全
額
(
た
と
え
ば
売
買
代
金

の
二
O
d
w
)
を
払

ιと
お
ど
さ
れ

た
と
い
う
話
を
よ
く
き
き
ま
す
。

こ
れ
な
ど
は
悪
質
業
者
の
典
型

で
す
。
こ
う
い
う
業
者
に
よ
る
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
、
手
付
金
の
分

割
払
い
や
、
手
付
金
の
業
者
立
て

替
え
を
、
法
律
で
禁
止
し
て
い
ま

す口
本
来
、
手
付
金
は
売
買
額
の
一

0
1一一
O
婦
が
ほ
と
ん
ど
で
、
授

受
さ
れ
る
こ
と
で
契
約
が
成
立
し

た
こ
と
の
証
拠
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
場
合
の
解
約
は
、
買
い
主
は

手
付
金
の
放
棄
、
売
り
主
は
倍
額

返
し
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。



土
地
、
建
物
取
得
に
は

不
動
産
取
得
税
が

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
し
た
と
き
に
は
、
県
税
で
あ
る
不

動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
口
こ
の

不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
の
価
格

に
税
率
(
三
冊
)
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
す
。
こ
の
不
動
産
価
格
は
、
や
は

り
税
務
課
固
定
資
産
台
帳
に
よ
り
ま

す。
な
お
、
居
住
の
目
的
で
、
新
築
住

報

宅
や
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、

次
の
よ
う
な
特
例
が
あ
り
ま
す
口

什
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
不

動
産
価
額
か
ら
三
百
五
十
万
円
が

控
除
さ
れ
ま
す
口

口
新
築
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
場

合
に
は
、
一
定
条
件
の
下
に
、
こ

の
土
地
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税

額
か
ら
、
間
百
五
十
万
円
か
、
同

新
築
住
宅
の
床
面
積
の
二
倍
の
面

積
(
一
戸
当
り
二
百
平
方
メ
ー
ト

ル
を
限
度
と
す
る
)
の
土
地
の
価

格
か
、
い
ず
れ
の
高
い
額
の
三
婦

の
税
率
を
乗
じ
た
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
中
部
県
税
事
務

所
(
自
主
庁
内
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
口町

税
で
あ
る

固
定
資
産
税
も

一
月
一
日
現
在
で
、
土
地
や
建
物

の
所
有
権
が
生
じ
る
と
、
町
税
で
あ

る
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。

土
地
に
対
し
て
は
基
準
評
価
額
が
あ

り
、
そ
れ
を
も
と
に
-
評
価
額
を
出
し

税
率
を
乗
じ
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

ま
た
建
物
に
対
し
て
は
、
年
二
回

(
十
月
、
一
月
)
新
築
家
屋
を
査
定

し
、
国
か
ら
の
評
点
数
を
も
と
に
評

価
額
を
出
し
ま
す
。
税
率
は
、
土
地

建
物
と
も
同
じ
で
一
・
四
婦
と
な
り

年
四
回
(
五
、
八
、
十
、
十
二
月
)

で
納
税
通
知

書
紀
基
づ
き

お
支
払
い
し

て
い
た
だ
き

ま
す
。く

わ
し
い

こ
と
は
役
場

税
務
課
に
お

問
い
合
せ
下

さ
い
。

状
態
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
年
金

を
支
給
し
、
所
得
の
保
障
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
極
め
て
長
期
間
に
わ
た
り
、
保

険
料
の
納
付
と
給
付
を
行
っ
て
お
り

年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入

し
て
い
る
今
は
、
年
金
額
も
引
き
上

げ
ら
れ
、
障
害
者
玄
台
齢
者
の
生
活

安
定
に
、
大
き
な
役
割
り
を
果
し
て

お
り
ま
す
。

年
々
増
え
る
受
給
者
に
と
も
な
う

年
金
額
の
増
大
を
ふ
ま
え
、
今
回
の

保
険
料
増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

急
激
な
値
上
げ
を
防
ぐ
一
つ
の
手
段

と
し
て
。
将
来
に
向
け
て
一
定
の
計

画
を
立
て
て
、
段
階
的
に
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
成
人
者
と
な
り
ま
だ
加
入

の
な
い
方
は
、
将
来
の
為
に
色
T
期

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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広

交
通
災
害
共
済

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
を

町

山
梨
県
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、

町
村
住
民
が
わ
ず
か
な
掛
金
を
出
し

合
い
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し

た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
そ
の
被

災
者
や
家
族
に
見
舞
金
を
守
癒
し
、

少
し
で
も
明
る
い
生
活
を
守
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
県
内
の
全
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
「
町

村
住
民
の
た
め
の
」
相
互
扶
助
制
度

で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ご
承
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

町
村
民
住
み
、
町
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
し
て
あ
る
者
、
ま
た
は

外
国
人
登
録
の
し
て
あ
る
者
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
口
し
た
が
っ

て
、
本
町
で
も
三
月
い
っ
ぱ
い
を
加

入
推
進
月
間
と
し
て
、
各
家
庭
を
例

手口昭(5) 

月
い
っ
ぱ
い
加
入
月
間

年
の
と
お
り
昭
和
町
交
通
安
全
母
の

会
の
役
員
の
皆
様
が
訪
問
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
万
一
の
た
め
に
家

族
ぐ
る
み
で
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
、

お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
共
済
掛
金
は
年
額
一
人
五

0
0円
で
す
。
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L
L
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1

一

ま
た
、
不
幸
に
し
て
交
通
災
害
を

受
け
た
場
合
は
、
役
場
総
務
課
の
交

通
災
害
共
済
係
に
申
し
出
て
い
た
だ

き
、
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
く
と

次
の
と
お
り
の
等
級
区
分
別
の
見
舞

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
口

そ
の
他
、
加
入
、
見
舞
金
請
求
手

続
等
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
総

務
課
交
通
災
害
共
済
係
(
電
話
二
一

一
一
番
)
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

額

等級 災害の 程 度 金額 注 意

1 死 亡 世帯主他 1 05 00万万円円その

2 全治 6カ月以上の傷害 1 4万円

3 全治 3カ月以上 6カ月未満の傷害 7万円
量す ン

4 全治 2カ月以上 3カ月未満の傷害 4万 5千円

幸喜
5 全治 1カ月以上 2カ月未満の傷害 3万円

6 全治 2週間以上 1カ月未満の傷害 1万 5千円
で士量が確書芸村時又上同

7 全治 1週間以上 2週間未満の傷害 l万円

の金舞見

国民年金の

かけ金が上がります

? 
4月カ孟ら

死亡見舞金は即日支給もできます。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
に
、

二
、
二

O
O円
か
ら
二
、
七
三

O
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

に
負
担
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
国

民
年
金
制
度
の
発
展
の
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
口

私
た
ち
の
長
い
一
生
の
聞
に
は
、

予
測
で
き
な
い
変
化
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
な
・
生
活



(6) 

住
み
よ
く
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し

報広町

春
は
火
災
の
多
発
期

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
級
開
催
中

熱心に講義を聞く受講生

著
し
い
社
会
の
変
化
促
対
応
し
、

社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は

積
極
的
な
公
的
施
設
と
相
ま
っ
て
、

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
が

さ
け
ば
れ
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

本
町
の
場
合
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
、
昨
年
の
十
二
月
か
ら
三
月

ま
で
十
固
に
わ
た
っ
て
婦
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
級
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
学
級
は
お
も
に
講
師
に
よ
る

堂
市
自
を
主
と
し
て
お
り
、
人
と
し
て

幸
福
K
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

火
災
予
防
運
動
始
ま
る

来日BB 

一
一
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日

ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

春
先
に
は
火
災
が
多
発
し
や
す
く

昨
年
度
の
火
災
発
生
状
況
を
み
ま
し

で
も
、
二
月
か
ら
四
月
の
聞
に
発
生

し
た
火
災
発
生
件
数
は
、
百
三
十
一

件
と
年
間
火
災
発
生
件
数
の
約
三
十

婦
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
し
だ
い
に
暖
か
く
な
っ

て
火
気
の
使
用
に
つ
い
て
気
の
ゆ
る

み
と
か
、
内
}
交
が
乾
燥
し
て
い
る
う

え
に
強
い
季
節
風
が
ふ
く
こ
と
が
原

火
事
と
救
急
車
は

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
出
火
の
原
因
別
に
見
て

み
ま
す
と
、
依
然
と
し
て
た
ば
こ
に

よ
る
火
災
が
一
番
多
く
、
次
に
た
き

火
、
火
遊
び
、
風
呂
か
ま
ど
、
こ
ん

ろ
な
ど
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
取
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
に

よ
る
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ゆ
る
み
か
ら

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
や
か
け
が
え

の
な
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

社
会
づ
く
り
の
精
神
を
深
め
る
と
と

も
に
、
自
己
の
充
実
や
連
体
を
高
め

思
い
や
り
ど
福
祉
の
心
の
土
壌
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
基
礎
講
座

を
中
心
に
聞
い
て
い
ま
す
。

三
十
名
余
り
の
学
級
生
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
を
つ
か
も
う
と
、
真
剣

に
講
義
を
聞
き
学
習
を
つ

e

つ
け
て
い

ま
す
。

入
学
前
の
児
童
を
持
つ
お
母
さ
ん
へ

幼
稚
園
が
グ
義
務
教
育
化

H

し
よ

う
と
し
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
い
ざ

新
入
学
と
な
る
と
、
や
は
り
何
を
準

備
し
、
ど
ん
な
し
つ
け
を
し
て
お
け

ば
よ
い
か
・
・
:
:
と
心
配
さ
れ
る
家
庭

も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
口

学
校
の
先
生
に
よ
っ
て
は
何
も
し

な
い

H

自
然
児
H

の
方
が
よ
い
と
い

う
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
少
な
く
と

も
丁
ど
も
の
精
神
状
態
が

H

離
乳
H

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
と
、

親
も
先
生
も
た
い
へ
ん
で
す
。
便
所

へ
行
く
に
も
、
体
操
着
に
着
が
え
る

の
も
お
母
さ
ん
が
そ
ば
に
い
な
い
と

何
も
で
き
な
い
、
不
安
で
泣
き
た
く

な
る
の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
口
白

そ
れ
か
ら
ど
ん
な
子
ど
も
と
も
仲

良
く
遊
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
や

た
ら
に
人
見
知
り
を
し
た
り
、
む
や

み
に
い
ば
っ
て
他
の
子
ど
も
を
い
じ

め
た
り
で
は
共
同
生
活
に
と
け
込
め

ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
子
ど
も
同
志
で

遊
ば
せ
社
会
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ま
た
、
つ
い
先
ご
ろ
行
わ
れ
た
健

康
診
断
に
よ
り
、
病
的
欠
陥
の
指
摘

を
受
け
た
所
は
、
入
学
前
に
治
療
を

済
ま
せ
、
健
康
氏
自
信
を
持
っ
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

1月 31日に行われた
入学児童健康診断 -押原小一

大
型
庖
舗
進
出
に
と
も
な
い

今
後
の
経
営
方
針
を
掛
究

中
小
小
売
業
者

去
る
一
月
二
十
日
、
大
型
庖
舗
進

出
に
伴
い
「
今
後
の
零
細
商
業
の

生
き
る
道
」
と
題
し
、
商
工
会
主
権

の
対
応
策
会
が
、
三
浦
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
招
き
本
町
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
た
。

講
演
会
で
は
、
「
地
域
発
展
に
伴

い
大
型
居
舗
進
出
も
当
然
の
こ
と
。

こ
れ
ら
に
対
処
し
て
い
く
に
は
、
大

型
屈
の
弱
点
に
対
応
し
た
経
営
、
経

営
の
合
理
化
、
商
品
構
成
の
転
換
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
一」
な
ど
。
ま
た
大
型

庖
対
応
策
で
成
功
し
た
例
な
ど
も
講

演
さ
れ
、
地
元
を
は
じ
め
近
隣
の
田

富
、
玉
穂
の
商
庖
主
ら
約
三
十
名
が

参
加
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

県
内
各
地
で
大
型
庖
舗
進
出
が
相

次
い
で
お
り
地
元
商
庖
主
に
は
悩
め

る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
甲
府
に
近
い
立
地
条
件

か
ら
、
急
激
な
人
口
上
昇
が
目
だ
つ

わ
が
町
も
、
経
営
規
模
拡
大
を
計
る

大
型
広
が
三
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

現
在
着
々
と
工
事
を
進
め
て
い
る
。

現在、急ピッチで工事が行
われている大型庖

一西条二区地内ー



愛
育
会
主
催

第
四
回
健
康
ま
つ
り

昭
和
町
母
子
愛
育
会
主
催
の
第
四

回
健
康
ま
つ
り
が
、
二
月
五
日
中
央

公
民
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
テ
l
マ

i

地
域
の
健
康

を
め
ざ
し
て
J
母
と
子
の
健
康
は
ま

報広町手口昭

観覧者にアンケート調査の結果や

対策を説明する部落代表

ら
3
曲
賞
の
歯
の
フ
ッ
素
塗
布
歯
導
ご
と
担
談
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

な
ど
。
そ
の
他
の
会
場
に
も
、
体
位
五

O
O人
か
ら
の
参
加
者
で
、
一
日

体
力
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
悩
み
中
会
場
は
に
ぎ
わ
っ
た
。

も
ら
れ
て
い
る
か
!
と
題
し
、
役

場
、
栄
養
改
善
推
進
委
員
、
衛
生
委

員
、
甲
府
保
健
所
な
ど
の
協
力
を
受

け
、
行
事
の
盛
り
上
り
を
計
り
、
一

日
住
民
の
健
康
増
進
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
。

式
典
は
午
前
九
時
半
か
ら
始
ま
り

よ
い
歯
の
三
番
ん
表
彰
な
ど
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
各
ム
蕩
も
オ
ー
プ

ン
ロ
講
堂
に
は
、
ふ
だ
ん
愛
育
班
員

が
訪
問
、
常
会
等
の
中
か
ら
地
域
の

問
題
を
見
つ
け
、
各
部
落
単
位
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
や
、

対
策
な
ど
を
ポ
ス
タ
ー
等
で
展
示
、

お
と
ず
れ
る
観
覧
者
に
説
明
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
調
理
室
で
は
お
や
つ

の
試
食
会
、
保
健
室
で
は
、
2
歳
か

(7) 

若さの秘訣は踊りから

民踊舞踊発表会

くるくる節を披露する中島民踊部

J
右
さ
の
秘
訣
は

踊
り
か
ら
H

と
、
二

月
十
二
日
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
昭
和

町
民
踊
舞
踊
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
町

文
化
協
会
と
民
踊
部

が
主
催
し
て
、
毎
年

こ
の
時
期
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年

は
第
六
回
を
数
え
、

例
年
の
よ
う
に
盛
大

今
年
度
予
算
に
ょ
せ
る

私
の
ひ
と
一
一
一
一
口

長
び
く
不
況
に
よ
る

積
極
的
行
政
に
期
待

藤

本

洋
(
事
業
主
)

押
越

毎
年
、
町
予
算
編
成
の
時
期
に
な

る
と
町
行
政
担
当
者
の
政
治
的
手
腕

を
発
揮
す
る
時
だ
な
あ
と
痛
感
し
ま

す口
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
農
事
に
家
事
に
と
追

わ
れ
て
い
る
主
婦
の
み
な
さ
ん
も

こ
の
日
一
日
は
素
晴
し
い
踊
り
子

き
ん
と
化
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
発
揮
し
、
観
客
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
口
「
十
母
ハ
ウ
ス
の
中
で
練
習
『

し
た
だ
よ
プ
一
と
は
一
都
員
の
弁
。

民
踊
部
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
一

層
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
昨
今
の
「
円
高
不
況
」
「
構

造
不
況
」
の
声
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

て
我
々
の
耳
に
入
る
現
在
で
は
、
ど

の
よ
う
な
予
算
に
な
る
の
か
非
常
に

感
心
が
も
た
れ
ま
す
ロ
不
況
下
で
の

税
収
入
の
増
加
は
と
て
主
主
め
な
い

で
し
ょ
う

D

か
と
い
っ
て
地
域
住
民

の
町
行
政
に
対
す
る
要
望
は
、
年
々

よ
み
が
え
っ
た
し
し
舞
い

西
条
二
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
l
伝

統
芸
能
の
灯
を
絶
や
す
な
!
と
、
数

十
年
来
廃
止
さ
れ
て
い
た
シ
シ
舞
を

復
活
さ
せ
た
口

と
く
に
人
口
告
繕
の
部
落
と
あ
っ

道
祖
神
前
で
出
差
別
の

し
し
舞
を
披
露
す
る

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
欧
米
な
み
に
な
っ
た
高
齢

者
の
増
加
を
と
も
な
う
老
後
福
祉
の

充
実
、
余
暇
利
用
に
よ
る
各
地
域
で

の
社
会
葎
育
ス
ポ
ー
ツ
の
助
成
及
び

施
設
の
充
実
。
ま
た
地
場
産
業
育
成

の
面
か
ら
は
、
工
業
団
地
へ
工
場
誘

致
す
る
際
に
は
、
町
内
の
中
小
及
び

零
細
企
業
へ
、
部
品
製
造
な
ど
の
下

請
-V
議
従
で
き
る
よ
う
な
企
業
を
誘

致
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

長
び
く
不
況
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
予
算
編
成
を
、
町
内
在
住
の
一
住

民
と
し
て
望
み
ま
す
。

西
条
二
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ

て
、
生
活
様
式
本
変
り
、
語
り
継
ぎ

受
け
継
が
れ
て
き
た
行
事
や
伝
統
芸

能
も
年
々
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
子
ど
も
グ
ラ

ブ
の
ム
苔
貝
よ
り
、
ふ
る
さ
と
運
動
の

楼
埋
が
高
ま
り
、
古
老
た
ち
の
歯
導

を
受
け
な
が
ら
練
習
を
重
ね
、
事
前

K
各
戸
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

し
し
舞
の
披
露
を
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
し
し
舞
復
活
と
あ
っ
て
、
区
民
は

大
喜
び
、
披
露
す
る
家
庭
も
一
一
二

O

戸
を
数
え
大
盛
況
を
え
た
。

翌
日
は
も
ち
つ
き
大
会
を
聞
き
、

一
八

O
名
の
ム
否
員
の
親
睦
と
連
帯
感

を
深
め
た
。



所
得
の
あ
っ
た
方
。

な
お
、
所
得
税
確
定
申
告
を
提
出

し
た
人
、
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先

か
ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
里
ロ
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

保健日程

3月 4日(土)母子健康手帳交付並びに

3月 18日(封母子健康手帳交付並びに

申
告
は

b
す
み
で
す
か
・

期
限
は
三
月
十
五
日

円
を
越
え
て
い
る
か
、
二
十
万
同

を
越
え
る
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
。

0

二
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
収
入
を

得
て
い
る
方
。

ま
た
、
一
月
号
に
て
掲
載
し
ま
し

た
事
項
に
概
当
の
あ
る
方
は
、
所
得

税
の
還
仕
手
続
を
お
と
り
下
さ
い
。

O

町
県
民
税
、
個
人
事
業
税

0

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
現
在

昭
和
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
昭

和
五
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
、

妊婦相談日

3月 7日げO妊婦健康教室

3月 8日(水)成人病精密検診

3月12日(日)子宮ガン検診

3月 14日(木)二種混合(ジフテリア、
破傷風)予防接種

3月16日(木)三歳児健康検診

3月 17日(鉛キッチンカ一巡回

• • 

3月24日(金:) // 

二種混ム(ジフテリア
3月28日(:k)破傷風)予防接種

3月29日(水)乳児健康相談日

(8) 

妊婦相談日

3月23日(木〉乳児健康相談日

三
月
十
五
日
は
、
所
得
税
、
個
人

事
業
税
、
町
県
民
税
の
申
告
期
限
で

す
。
期
日
を
守
っ
て
正
し
く
申
告
し

て
下
さ
い
。

。
所
得
税

o

商
工
業
等
の
事
業
所
得
や
塞
員

な
ど
不
動
産
か
ら
生
ず
る
所
得
の

あ
る
人
で
、
五
十
二
年
中
の
所
得

の
合
計
と
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除

な
ど
の
控
除
の
合
計
額
と
を
些
較

し
て
所
得
額
の
方
が
大
き
い
万
。

o

給
与
所
得
者
で
、
五
十
二
年
中

の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
一
千
万

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
建
設
階
会
議
室

の
町
営
住
宅
六
戸
の
入
居
者
を
次
の
契
約
日
及
び
場
所
リ
昭
和
五
十
三
年

車
績
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
一
二
月
二
十
九
日
(
水
)
1三月一一一

団
地
名
H

常

永

団

地

十

一

日

(

金

)

昭

和

町

役

場

振

興

課

所
在
地
H

昭

和

町

上

河

東

入

居

可

能

日

U

昭
和
五
十
三
年
四
月

警

T
第
一
種
、
簡
易
耐
火
二
階
建
一
日
(
土
)

規
模
H
3
D
K
、
五
八
・
五
九
2m

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
昭
和
町

募
集
戸
数
H

六

戸

役

場

振

興

課

翠

鼠

係

に

お

問

い

合

せ

窪

貝

(

予

定

)

リ

二

万

円

下

さ

い

。

募
集
受
付
期
間
及
び
場
所
H

昭
和
五

十
三
年
三
月
一
日
(
水
)
J三
月

十
五
日
〈
水
)
昭
和
町
役
場
振
興

課
抽
せ
ん
会
及
び
入
居
説
明
会
H

昭
和

五
十
三
年
三
月
二
十
日
(
月
)
午

後
二
時
、
昭
和
町
中
央
公
民
館
二

通
信
制
高
校
生
募
集

t県
立
中
央
高
校
J

自
宅
で
勉
強
を
し
高
等
学
校
を
卒

業
で
き
る
通
信
制
高
校
。
県
立
中
央

高
等
学
校
通
信
銅
で
は
、
五
土
一
年

度
生
徒
を
下
記
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

付
募
集
人
員

普
通
科
一

O
O名

口
募
集
期
間

三
月
一
日
1
四
月
三
十
日

日
入
学
資
格

0

中
学
校
を
卒
業
し
た
者

o
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

者
男
女
年
齢
に
制
限
な
し

伺
出
願
書
類

0

入
学
願
書
(
県
立
中
央
高
等

学
校
交
付
)

0

卒
業
日
見
込
証
明
書
ま
た
は
卒

業
証
明
書
(
出
身
中
主
父
付
)

o
成
績
証
明
書
(
出
草
孝
祥
)

回
出
願
場
所

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六

t
二

三
、
山
梨
県
立
中
央
高
等
学

修
旭
信
制

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
場
合
は
、
電
話
・
甲
府

二
六
l
四
四
二
一
へ
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

報

今

芳

美

一
一
)
西
条
二
区

菅
原
洋
子
、

名

取

勇

)
河
東
中
島

宮
沢
芙
美
子

山
口
豊
三

)
清
水
新
居

相

川

初

江

出

生

井

沢

浩

二

父

滝

口

正

樹

H

堀
野
準
一

手

崎

千

春

鶴
田
正
一

上

杉

裕

久

ρ

向

山

貴

晃

H

都
築
絵
里
香

υ

鈴
木
千
恵
海

H

高
橋
雄
一

原

史

子

M

小

合

同

呼

可

グ

田

中

基

博

H

深
沢
祐
季
子

H

、
，
〕
/

上
菜
、

マい、
L
h
w

ハ/

止け
A
列

昭
和
五
十
二
年

十
二
月
十
日
以
降

婚

姻

黒

田

幸

男
)
築
地
一
区

内
撃
芙
恵
子

勝
男

)
西
条
一
区

伊
藤
千
代
子

高

野

知

広
)
西
条
二
区

佐

藤

直

子

佐
藤
俊
ん
lj

)

押

越

小

林

和

枝

久
保
田
芳
人

)
西
条
一
区

東
榊
美
立
杢
J

広

案

内

町和

西
条
一
区

西
条
二
区

西
条
二
区

上

河

東

上

河

東

押

越

西
条
三
区

西
条
二
区

上

河

東

西
条
新
田

上

河

東

上

河

東

上

河

東

西
条
二
区

賢

次

正

良寿
晴

近章
正

名晃
勝

人
耕

也

行

雄

光

郎

精

一

秀

勝

克

男

日百

時;
同 F
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